
超解説 重層的支援体制整備事業

福岡県 宗像市役所・宗像市社協 様 重層事業 意見交換会（令和7年7月25日）

当事者だからこそ伝えられる 重層４年目 のリアルと効果

～ 社協が重層に取り組む意義とは？ ～
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愛知県

社会福祉法人 稲沢市社会福祉協議会

福祉総合相談窓口 相談支援包括化推進員
オオミズナギドリ

（個人情報保護の観点から事例やケース概要を削除する等、内容を一部変更しております）



これから、お伝えするのは

『等身大の取り組み紹介』 です！

間違っても・・・
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先進事例 では、ありません！
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実際に取り組んで良かったこと（重層の効果） や

苦労したこと、今後の課題、これからの展望 等、

具体的な取り組み方 から 重層推進の考え方 まで

等身大の実践 を余すことなく お伝えします！
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併せて

なぜ、社協が取り組むのか？ も

社協目線でお伝えします！
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これまでの実体験、艱難辛苦、主観10割ですが

何か一つでも、

皆さんの参考 になれば幸いです！
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これまでの研修会で頂いたご感想
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・『程よい（先進的すぎない重層の）取り組み』が聞けて良かった！

・実際に取り組んでいる（等身大の）社協の話が聞けて良かった！

・重層は『 難しい取り組みではない 』ことが分かった！

・『 社協の取り組み ＝ 重層の取り組み 』・・・なるほど！（腹落ち）

・涙が出た、勇気が出た（これまで聞いた多くの研修や講演の中で間違いなく№1）

・自分がやりがいを感じ、仕事を楽しむことを忘れかけていた 等



この情報交換会の 『ゴール』 は、

重層の基礎理解 と あなたの腹落ち です！
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社協の皆さんに問題

重層事業 と 社協事業 の 共通点 は何？
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１ 重層の基礎理解
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重層推進は『共感と共創』が9割

1-1 重層の基礎理解
1-2 重層推進とは何か？
1-3 重層推進（活用）の効果



・『包括的な支援体制』を創るための事業（便利ツール）

 （重層は、主要５事業の強化と一体的連動を目指す事業です！）

＊相談支援・参加支援・地域づくり・アウトリーチ・多機関協働の５つ

・『地域共生社会の実現』を目指します！
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1-1 重層の基礎理解
＊別添『超解説 重層的支援体制整備事業 リーフレット（内側）』をご覧ください！



重層は『 包括的な支援体制 』を創るための

『 便利ツール（事業・手段）』です！

 ⇒ なので、別の手段（既に取り組んでいる地域包括ケアシステム等）が

  充実していれば、使わなくてもOKです！
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重層の基礎理解に最適（重層推進担当者は必読！）

『 地域共生社会のﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ（厚労省）』

⇒『なぜ、重層ができたのか？』『そもそも、重層って何？』

『重層の概要』から『取り組み事例』まで『分かりやすく』

 紹介されています！
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重層推進担当者は（重層の周知啓発役を担うので）

重層の意義を『自分の言葉』で中学生にも説明できる

ようにしておいてください！

⇒ 自分が腹落ちしていないのに、他者を『巻き込む』ことはできません！

 説明は『相手の理解度に合わせて言葉を変える』必要があります！
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1-2 重層推進とは何か？

みんなで『理想の包括的支援体制』を創る『過程』

【 推進のポイント 】

①主要５事業の強化と一体的連動を意識する！

特に『参加支援』と『地域づくり』の充実が重要！ ☜ここで差が出ます！

②共感から共創（協働）への流れを意識する！

多職種連携は『様々な関係者と苦楽を共にする支援の過程』で育まれる！

⇒『○○連携会議』や『各分野への通達』くらいで連携できるなら苦労しない！
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重層推進（包括的な支援体制づくり）は、

 行政及び関係者『全員』で取り組んでいくもの

誤解① 行政と重層の委託事業者だけで取り組むものではありません！

誤解② 『総合相談窓口の新設』や『支援体制の概要図を描くこと』でも

ありません！（概要図を描いた時がスタートです！）
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重層推進（包括的な支援体制づくり）

＝『制度理解』×『取り組み方』×『意識改革』
   （How-to 重層）    （当事者意識の醸成）

⇒ 重層推進で最も苦労するのは『当事者意識の醸成』
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重層推進の公式（＊私の仮説です。現在、検証中！）



重層で創ろうとしているのは・・・

人と人との繋がり

人と人との繋がり ⇒ 抽象化 ⇒ 包括的な支援体制

19



1-3 重層推進（活用）の効果（ 法制度的 ）

各事業の法制度による（属性や年代等の）縛りが

緩和されます！ ⇒『補助金の使途縛り』が緩和されます！

⇒これで、誰もが（本業に支障がない範囲で）専門分野外の相談を受けたり、

制度の狭間に支援の手を差し伸べたりすることが『可能』になります！
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こんな感じになります！（厚生労働省の研修資料より引用）

【移行前】 【移行後】稲沢市はこっち↓



重層推進の効果（ 私の実感 ）

『制度の狭間や複合課題に対応できるようになる』だけではなく

①（みんなで支えあうから）支援者の心理的負担 や 抱え込み が減った

②職場内外を含め 横の繋がりが強化 された

⇒回りまわって『私の仕事も充実』してきた！

重層に移行してから職場内外問わず、他分野との協働が本当に増えた！

他者と協働して、何かを成し遂げると充実感を味わえる！
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～ＳＳＷから実際に頂いた言葉～

『もう、一人で抱え込まなくてもいいんですね・・・』

（子育て分野の専門職向け 重層説明会にて）
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重層の効果 として、全国を知るようになってから

社協が置かれた状況 や 稲沢市の強み 等

様々なものが 俯瞰できる ようになりました！
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２ 稲沢市の取り組み紹介

25

今年で『 4年目 』

まだまだ、道半ば・・・

©稲沢市 いなッピー



稲沢市の概要
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愛知県の北西部 濃尾平野の中央に位置

人口：132,435人（令和7年4月）

・令和４年度から

『福祉の拠点』を中心に重層を展開！

（稲沢市役所東庁舎１階の総称）

愛知県内でも珍しい！（同じ庁舎内）

福祉課と社協が隣どうし！



重層に取り組んだ背景

『複雑・複合的な課題を抱えたケースが増加』

原因別・分野別（補助金使途縛り）の支援体制では、対応困難

・第４次 地域福祉計画・地域福祉活動計画（令和2年度～6年度）

基本目標『相談体制の充実』

・ワンストップ福祉相談窓口の整備

福祉の拠点（福祉課と社協）＝ 重層推進の拠点
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2-1 稲沢市の特徴

・福祉課と社協（福祉総合相談窓口）が重層の推進役

福祉課 ⇒ 全体の調整役（財源確保、庁舎内連携、後方支援 等）

社 協 ⇒ 包括的な支援体制づくり（稲沢市ｅｎモデルの充実）

  複雑・複合的な課題を抱えたケースの支援調整

  周知啓発（研修会の開催）、情報収集、社会資源の開発 等

・生活困窮者支援をベースに『仕組みづくり』を展開！
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稲沢市は 福祉課と社協が一体 となって

重層を推進しています！
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2-2 主要5事業の全てに社協が携わっています！

①誰一人取り残さない相談支援事業（包括的相談支援事業）

基幹包括（３名）、基幹相談（２名）、福祉総合相談窓口（８名）、成年後見（２名）

②参加支援事業

福祉総合相談窓口（居住支援・就労準備支援事業）、CSW＝生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（居場所づくり）

③地域づくりに向けた支援事業

CSW（生活支援体制整備事業 生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 5名）

④多機関協働事業

福祉総合相談窓口（相談支援包括化推進員 ＝ 重層の推進役）

⑤ｱｳﾄﾘｰﾁ等を通じた継続的支援事業

福祉総合相談窓口（従来のｱｳﾄﾘｰﾁ）、CSW（早期発見型のｱｳﾄﾘｰﾁ）☜地域に潜在するﾆｰｽﾞをｷｬｯﾁ！
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2-3 福祉総合相談窓口の役割

①生活困窮者自立支援事業等の充実

家計改善支援事業、就労準備支援事業、子どもの学習・生活支援事業

②多機関協働事業等（相談支援包括化推進員＝重層の推進役）の充実

ｱｳﾄﾘｰﾁ事業、参加支援事業、ひきこもり支援事業（LINE相談含む）

最も重要な役割 ⇒『支援者を支援するための仕組み創り』

③居住支援事業（居住支援法人格を取得）の充実   ☜ 社協では珍しい！

重層の『参加支援事業』に『居住支援』を位置付けて取り組んでいます！
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多機関協働担当 最大の役割は、仕組み創り

ビジョンを描き、共感で皆を巻き込み、人と人とを繋いでいく

仕組み創り ≧ 複雑複合ｹｰｽの調整
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33（このﾘｰﾌﾚｯﾄは、稲沢市社協のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます）



2-4 重層の中心で連携を叫ぶ社協

重層の推進は『主要５事業の強化と一体的連動』

社協がハブとなって多職種連携の強化を図っています！

主要5事業に携わる社協の各部門が連携の起点となって

『多職種（異業種）連携』を広げます！
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３ ここからは、稲沢市が目指す

『包括的な支援体制』をご紹介します！
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みんなの『縁』を育ててます！



『支援者を支援するための仕組み創り』を目指しています！

（分野を超えた支援者どうしが有機的に繋がり、互いに支えあえる状態）

（誰がどんな相談を受けても、最適な支援機関に最短で繋がる仕組み）

この『理想の支援体制』を『見える化』したものが

『稲沢市ｅｎモデル』（支援体制のポンチ絵）です！

36

3-1 稲沢市が目指す『包括的な支援体制』とは？
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☜社協のＨＰから
ダウンロード
できます。

各種相談
↓

福祉総合相談窓口
↓

重層的支援体制
整備事業
↓

重層リーフレット



3-2 『稲沢市ｅｎモデル』とは？

【多職種連携のフロー図】

・複雑・複合課題の相談受付から支援開始までを可視化したもの

 ・福祉総合相談窓口が受付けた複雑・複合課題を抱えたケースは

『３段階のケース検討会議』で支援方針等をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟします！

・これらの会議には、様々な専門職が集まり『複眼的な視点』から

『世帯全体の支援方針』を検討します！
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39

☜社協のＨＰから
ダウンロード
できます。

各種相談
↓

福祉総合相談窓口
↓

重層的支援体制
整備事業
↓

稲沢市ｅｎモデル



複雑・複合的なケースを繋ぐ際の

共通ルール
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丸投げ禁止！

41



3段階の会議で支援精度を高めます！

各会議の検討視点は『世帯の全体最適』と『チーム支援の充実』

step①ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ会議（複雑ｹｰｽの解きほぐし及び支援ﾌﾟﾗﾝの素案作成）

社協の専門職によるｹｰｽ検討会議（新人相談員のＯＪＴ・ＳＶ機能を兼ねる）

step②福祉総合相談対策支援ﾁｰﾑ会議（『支援会議』）

市役所の専門職を含めたｹｰｽ検討会議（必要に応じて関係機関も参加します）

step③重層的支援会議（生活困窮者自立支援調整会議）

現場ﾚﾍﾞﾙで検討した支援ﾌﾟﾗﾝや役割分担等を最終決定する会議
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対策支援チーム会議（令和7年1月15日）の様子

この日は、豊川市の皆様が見学されました！

【ポイント】

 対策支援チーム会議は、参加メンバーの

 『スキルアップの場』でもあります！

ケース検討を通し

各分野のベテラン専門職の知識や経験、感性、

アセスメントの視点や関わり方のコツなど

支援のノウハウ（暗黙知）も学び合います！
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ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ会議 と 対策支援ﾁｰﾑ会議 を

参加者全員のスキルアップの場 にしたい！

（市全体の支援レベルのスパイラルアップの場）
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分野を超えた各専門職の知識（形式知）や

支援のノウハウ、感性（暗黙知）を

参加者全員が共有できる場を創っていきたい！
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３つの会議では『ケース検討』を通して

『多職種連携の課題共有』や『ｅｎモデルの改善』

『稲沢市に不足する社会資源の開発』
（＝参加支援事業の開発）

も検討しています！
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元気になったら、今度は、あなたが、誰かを支えてください

令和5年度開発『稲沢市恩送り隊』 ～『ﾍﾟｲﾌｫﾜｰﾄﾞ』の仕組み創り～

福祉新聞→

令和5年7月25日

←中日新聞

令和5年7月11日

（本会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載）
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恩送り隊の活動紹介 （令和6年5月 単身40代男性）

48

活動前 活動後 【お礼】

思っていたよりも綺麗
になり、とても気持ちよ
く過ごせるようになりま
した。（40代男性）

【恩送り隊の感想】

今回も困っている方の
お役に立てることができ
ました。家主と一緒に片
づけを行い、最後に笑顔
でお礼を頂けたことがこ
れからの励みになりまし
た。（隊長の山下氏）



ちなみに、本会の独自事業『居住支援事業』も

相談支援員の『狂気の情熱』から4年越しで立ち上げた

参加支援事業のひとつです！

（詳しくは、本会のＨＰもしくはＮＯＲＭＡ社協情報 

2024年10・11月号 をご覧ください！）
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3-3『参加支援の充実』が一番難しい！
 ～『相談支援』と『地域づくり』の架け橋 ～

50

参加支援事業は『既存の仕組みでは対応できないニーズ』に対応するため、

社会資源を活用し、社会との繋がり創りに向けた支援を行う事業

既存の社会資源とのマッチングや

『ニーズに合った、新しい支援メニューを創る事業』

（＝社会資源開発）＊組織内外の知識や知恵を組み合わせて付加価値を創造すること

＊ｵｰﾌﾟﾝ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ



Ａ×Ｂ×Ｃ＝『恩送り隊』（無償の地域貢献活動）

恩送り隊は、社協職員の『妄想』と若き経営者の『熱い想い』から生まれました！

Ａ 既存の仕組みでは、解決できない『ニーズ（困りごと）』

（生活困窮世帯の①ｺﾞﾐ屋敷片づけ、②草木の伐採、③引越しの手伝い 等）

Ｂ 社協職員の『狂気の情熱 と 創造（妄想）力』☜ここが『 0 』だと…

Ｃ 稲沢市民の『地域貢献活動への熱い想い』

51

（社会資源開発）

参加支援充実の公式（＊私の仮説です。只今、検証中！）



狂気の情熱 が全ての原動力
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私たちは、参加支援の充実を通して

『恩送り（＊Pay it forward）の文化』も

 広めていきたい！（『善意の好循環』を創りたい！）

＊自分が受けた善意を誰かに送ることで善意を繋いでいくこと
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稲沢市は、相談支援や地域づくり等、これまで取り組んできた

『社協の強み』を活かした重層を展開しています！

重層は、市町村の『創意工夫』で取り組むもの！

だから『1700通りの形』があっていいんです！



４ 次は、具体的な取り組み方
『How-to 重層』をご紹介します！
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『重層推進は、3手順でＯＫ！』って

みんなに伝えなきゃ！



重層の推進とは、○○を楽しむことだ！
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重層推進は、たったの3手順でＯＫ！

57

Step①内発的動機付けと基礎理解の徹底

Step②情報収集（ＴＴＰＡ）と内情把握

Step③仮説形成と仮説検証



・まず、『何のために取り組むのか？』を明確にする！

・次に、重層推進担当者（自治体の旗振り役）を選任する！

～ 選任のヒント ～ 重層は『創意工夫』で取り組むもの！

なので、『創意工夫』を『やりたいほうだい！』と読める人

あれもやりたい！こんな支援体制を創りたい！とワクワクできる人

自ら課題を設定し（他者を巻き込みながら）取り組んでいける人が適任！
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Step⓪ 重層移行の前に・・・（ここ、超重要！）



何のために取り組むのか？

ここを曖昧にしてスタートすると 迷走 します！
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私もこれまで様々な先進地を見てきましたが、

先進地と呼ばれる所は共通して

 リーダー

『 強い旗振り役 』 となる職員 がいました！
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Step① 内発的動機付けと基礎理解の徹底

・まず、担当者自身の『内発的動機（主体性）』を高める！

重層推進担当には『 自ら考え、行動し続ける力 と 楽観力 』が必要！

↑このスキルを持つ『自治体職員の有無』が重層推進の明暗を分けます！

・重層の基礎理解を徹底する ☜『意識が高い』だけでは ダメ！

『制度』『先進事例』『我がまちの状況』の3つを理解する！

『理解（腹落ち）した』とは『自分の言葉で中学生に説明できる』状態

基礎理解に最適！ ⇒ 『地域共生社会のﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ（厚労省）』
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Step② 情報収集（ＴＴＰＡ）と内情把握

・先進地を視察してＴＴＰ『Ａ』（様々な『重層の形』を知ろう）

重層推進のセオリーは、ゼロからイチを生み出すのではなく

先進地の取り組みを徹底的にパクって、我がまちの形に『ｱﾚﾝｼﾞ』する ！

【注意】丸パクりは機能しません！  なぜかって？  地域特性（社会資源）が違うから！

・我がまち（地域特性や社会資源等）の把握（内側の把握）

内側の把握 ＝ 既存事業や支援体制、社会資源の棚卸（再確認）

これを知らずして『理想の支援体制』を描くことは、できません！
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重層推進のヒント①

『既存の強み（支援体制・社会資源）を活かす！』

棚卸ができたら『既存の強み（支援体制）』をベース（土台）

に『重層の主要5事業』を連動させる！

 【担当者の独り言】

私たちは、稲沢市の既存の強み『生活困窮者支援の仕組み』を土台に、

先進地の○○モデルをパクって『稲沢市ｅｎモデル』を創りました！
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既存の 強み × 先進地の TTPA

＝ 私たちが目指す包括的な支援体制
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宗像市さんの 強み は何ですか？
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Step③ 仮説形成と仮説検証（ここ、重層担当の醍醐味！）

・仮説形成（ビジョンを『妄想し、見える化』させる）

厚労省の想い、社会資源、地域特性、強み、先進事例等を総合的に勘案し

担当者の妄想（理想の支援体制）を『見える化』させる！☜ここ重要

『見える化したビジョン（概要図）』がないと試行錯誤すらできません！

・仮説検証（周知啓発 ⇒ 巻き込み ⇒ 試行錯誤 ⇒ 活動評価）

みんなを巻き込んで試行錯誤する『過程』こそが『重層推進』そのもの！
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皆を巻き込んでいくためには

（皆が正しく認識できる）

『共通のビジョン』 が必要！

＊稲沢市の場合は 『稲沢市ｅｎモデル』 です！
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68

宗像市重層的支援体制整備事業を核とした地域福祉ビジョン

感服いたしました！（分かりやすい！パクらせてほしい！）

後は、この図に行政や社協、関係機関の役割を落とし込んで

皆を巻き込み、様々なケース対応、試行錯誤を繰り返すのみ！

社協の皆さん、

左半分（地域との繋がりづくり）が『社協の見せ場』ですよ！



①既存事業（我がまちの強み）を活かしているか？

②重層の主要5事業が連動しているか？

③先進地の取り組みをパクって（オマージュして）いるか？

④重層推進担当者の妄想（想い）が詰まっているか？

⑤分かりやすい紙１枚の相関図として描けているか？

69

ビジョン（理想の支援体制の概要図）を描く際のポイント 



『理想の支援体制の概要図（ﾋﾞｼﾞｮﾝ）』が描けたら

 後は、みんなを巻き込んで（口では簡単に言えるが超困難！）

試行錯誤（実践と検証）を繰り返すだけ！
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じゃあ、どうやって巻き込んでいくのか？

71



一つは、ｹｰｽ支援 を通して巻き込んでいく
（ 協 働 ）
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もう一つは、

積極的に関係機関（関係各課）に出向き、

対話（雑談） を重ねて巻き込んでいく
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重層推進のヒント②

『巻き込むときは、相手のﾒﾘｯﾄを強調する！』

・人は、利益と感情で動く！？

お願いベースや事業説明で『人が動く』なら苦労しません！

・包括的な支援体制づくり（ビジョン実現の先にあるもの）が

自分にとってどのような利点があるのか強調する！
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概要図なんて未完成でも、間違っていても全く問題なし！

みんなで試行錯誤する過程こそが重層の推進 なんだから！

とにかく『動き始めること』が重要です！
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重層推進のヒント③『 連携の定義を明確に！』

『連携しましょう！』では『連携できません！』

なぜなら『連携の定義が人によって曖昧』だからです！

・私たちの『連携の定義』は、次の①②を満たす状態です！

①互いの顔、役割・業務内容、連絡先を知っている

②気軽に相談できる関係になっている

 ⇒『仕事以外の雑談』もできる関係なら言うことなし！
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抽象的な表現 が重層推進を阻害する！？
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他者を巻き込む時は

定義の明確化 と 具体化（言語化）を意識する！
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重層推進のヒント④

『 連携の秘訣は、対話（雑談）と協働 』

・用がなくても『対話（雑談）』する！（単純接触効果の応用！？）

多職種連携の要は『関係者間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの充実』に尽きる！

多職種連携は、様々な関係者との『何気ない会話（雑談）』と

 『苦楽を共にする支援の過程（協働）』で育まれます！
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対話×協働 ⇒  共感 ⇒  共創
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5 課題への挑戦

ベテランのスキル（支援の感性・機微＝暗黙知）を

如何にして、次の世代へ伝えていくか・・・

81

5-1 3年間で見えてきた課題
5-2 『人財育成』への挑戦
5-3 『腹落ち ⇒ 我が事 ⇒ 協働』への挑戦
5-4 『活動評価』への挑戦



課題①『人財育成』

ベテランのスキルや感性を如何にして次の世代に伝えていくか？

課題②『当事者意識の欠如（＝周知啓発不足）』

まだまだ『他人事』（私、重層担当じゃないので・・・）

如何にして支援体制づくりに我が事として巻き込んでいくか？

課題③『重層推進の活動評価』

重層推進は、数字の大小だけで評価できない！

体制づくりや地域づくり等『見えないもの』をどう評価するか？
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5-1 3年間で見えてきた課題



『組織の枠を超えた「人財育成」の場を創る！』

・『ＳＥＣＩ（セキ）モデル』を応用し、組織の枠を超えた

『人財育成の場（ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ/対策支援ﾁｰﾑ会議を想定）』を創りたい！

・ケース支援を通して『みんなが成長する仕組み』を創りたい！

・異分野のベテラン支援員の『知識や経験（形式知）と感性（暗黙知）を

共有できる場（学び合える場）』を創りたい！
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5-2『人財育成』への挑戦



『どう働きかければ、人は動くのか？（永遠の課題！）』

・『ナッジ理論』を取り入れて、重層の意義と効果（メリット）を

市内の関係者に『分かりやすく』伝えていきたい！

・協働への『第一歩』を如何にして促すか？

ヒントは、行動経済学にあり！？

84

5-3『腹落ち⇒我が事⇒協働』への挑戦



語句の説明

【ＳＥＣＩモデル】＊ナレッジマネジメントの基礎理論

個人が蓄積した知識や経験（暗黙知）を組織全体で共有して形式知化し、

新たな発見を得るための知識創造プロセス

【ナッジ理論】＊行動経済学の理論の一つ

人々が強制的にではなく、よりよい選択を自発的に取れるようにする方法

を生み出すための理論
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『評価なくして、改善なし！』

目下、重層的支援体制整備事業の評価指標の一つ

『Ａ＋Ｂ＋Ｃモデル』を勉強中！

書籍『重層的支援体制整備事業における評価活動のすすめ』

を何度も読み直していますが、未だに理解できません！

（誰か教えてください・・・）

86

5-4『活動評価』への挑戦



最後のテーマ

重層を通して

社協の存在意義 を考える！
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６ 最後に『社協が重層に取り組む意義』を

叫んで終わりにします！

地域福祉の中核を担っている社協は

10年先も安泰だケロ・・・
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6-1 重層は社協そのもの！
6-2 社協が重層に取り組む意義
6-3 せめて、社協らしく
6-4 断じて行えば、鬼神もこれを避く！



社協の皆さんに問題

重層事業 と 社協事業 の 共通点 は何？
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目指す先は、どちらも同じ

地域共生社会の実現
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6-1 重層は社協そのもの！

３年間取り組んできて確信した！

重層ほど『社協の存在意義』を示せる事業はない！

重層は、これまで積み上げてきた『社協事業の延長線上』にある！

重層の主要５事業

相談支援、ｱｳﾄﾘｰﾁ、多機関協働、参加支援、地域づくり・・・
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重層の主要５事業 は、

これまで社協が取り組んできた事業と同じ！

全部、社協の得意分野 じゃないか！
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6-2 社協が重層に取り組む意義

・社協にとって重層は・・・『既知の事業』

  しかも、他法人・団体等に比べ、圧倒的なアドバンテージ（優位性）がある！

特に『地域づくり（CSW）』は、社協の独壇場！？

・重層の半分は『地域づくり』で出来ています！

重層５事業の中でも『地域づくり』と『参加支援』は、難易度が高い事業

だからこそ、社協が『その存在感』を見せつける『絶好の場』となる！
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重層５事業の難易度（全事業に携わった私の見解です！）

SS 地域づくり事業・参加支援事業 ☜社協の見せ場！

S    多機関協働事業

A    相談支援事業・アウトリーチ事業 

理由：全部難しいが、SSに行くにつれ、マニュアルや正解、評価基準が曖昧

になり『創造力』『実行力』『コミュ力』が必要になるから！
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重層の出来は、地域づくり を担う

社協の覚醒 にかかっている！

95



私たちは、最も得意とする 地域づくり から

地域共生社会の実現（＝重層事業の推進）に

貢献する責務がある！
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6-3 せめて、社協らしく

・社協なら、失敗を恐れず突き進め！

真剣に考え、悩み、チャレンジした結果に『失敗』なんてものはない！

本当の失敗は『何もしない』こと！

現状維持、前年踏襲、思考停止、指示待ち、机上の空論で満足・・・

・そろそろ、目覚めろ！

『地域福祉の中核を担う社協』と言われていたのは、昔の話・・・

『行政の役割が明記』された今、『現状維持』では、もう、生き残れない！
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そろそろ、目を覚まして、動き出せ！！！

社協に蔓延する『根拠のない安心感』をぶっ壊せ！

   （現状維持バイアス）
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全国の様々な取り組みを見てきてよく分かった！

ＮＰＯや社会福祉法人等の 地域づくり には

目を見張るものがある！（本当にすごい！）
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挙句の果てには・・・
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社会福祉法 第6条に『行政の責務』までが明記

包括的な支援体制づくり や 地域福祉の推進 は、

行政が責任をもって進めていくだと？
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社協は、もう、あてにされていない？
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私たちは、井の中の ゆでガエル ・・・
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私たちは、

（自主財源の減少、ＮＰＯや他の社会福祉法人等の台頭・・・・）

社協が置かれている危機的な状況に

早く、気づかないといけない！
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いつまでも、同じ事業の繰り返しでは

生き残れない！
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6-4 断じて行えば、鬼神もこれを避く！

私たちに必要なのは『覚醒』と『百折不撓の精神』

私たちは、これまで培った 社協の強みを活かして稲沢市の重層を牽引する！

たとえ、どんな困難があっても、乗り越え、地域共生社会を実現させる！

覚醒した 私たちなら、必ずできる！

106



覚醒のヒントは、あなた自身 と 社協 の

ミッション（使命、役割、存在意義）を

問い直すこと！
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ミッションは、他人に聞くものではない！

自分（達）の内面から絞り出すもの！

これが 内発的動機 となって覚醒に導く
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重層ほど『社協の存在意義』を示せる事業はない！

 （社協 プライド）

みんなで『社協の矜持』を

見せつけてやろう！
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まとめ①
１ 重層的支援体制整備事業について

①『包括的な支援体制』を創るための事業の一つ（重層は手段！）

『支援者を支援する仕組み』を創るための事業

②重層推進は、行政及び関係者『全員』で取り組むもの

③『何のために取り組むのか？』⇒ ここを曖昧にすると迷走する！

２ 重層推進担当者（旗振り役）に求められるもの

①内発的動機（自ら考え、行動する力）と楽観力

②重層の基礎理解 ⇒『地域共生社会のﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ』（超おすすめ！）

③人を巻き込む力（熱量、伝える力、コミュ力、マネジメント力 等）
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まとめ②
３ 重層推進の効果

複雑・複合的な課題に対応しやすくなるだけではなく、他分野の専門職

との協働（ﾁｰﾑ支援の充実）によって、自分の仕事の満足度も高まる！

４ 重層推進のヒント

①我がまちの『既存の強み』を活かす！

②巻き込む時は『相手のﾒﾘｯﾄを強調』する！

③連携の定義を明確に！⇒ 『抽象的な表現』では、伝わらない！

④連携の秘訣は『対話（雑談）と協働』

⑤とにかく、動け！ ⇒ 重層推進は、皆で取り組む『過程』が全て！
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まとめ③

５ なぜ、社協が重層に取り組むのか？

①社協にとって重層は『既知の事業』（特に『地域づくり』）

これまでの取り組み実績から圧倒的なアドバンテージ（優位）がある！

社協の強みを最大限に活かすことができる！

②重層の半分は『地域づくり』で出来ています！

重層の出来は『地域づくり』を担う『社協の覚醒』にかかっている！

③『地域づくり』や『参加支援』等、マニュアルや一つの正解がない

取り組みこそ『フットワークが軽い社協だからできる』のでは？
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重層は、社協の強みを活かせる だけではなく、

社協のミッション（使命、役割、存在意義）を

再確認するツールにもなる！
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社協は、何のために存在する のか？
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おまけ『どうせなら、遊ぶように働こう！』

・『仕事＝ 遊び（リアルＲＰＧ）』
私は、異動するたびに『自分だけの困難な裏目標（ﾋﾞｼﾞｮﾝ）を設定』し、

仲間と共に困難を乗り越え、成長し、目標達成する過程を楽しんでいます！

・重層推進は『ほとんど思い通りにいかない』からこそ、面白い！ 

 重層推進と並行して『人財育成ゲーム』も楽しんでます！

『人財育成』も重層推進同様、ほとんど思い通りにいきません！

 周りには、個性豊かで破天荒な仲間たちが・・・。だからこそ、面白い！
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・困難や逆境が私を強くする！

時々、天罰として『突発性難聴』や『逆流性食道炎』『原因不明の咳』

に見舞われることがありますが、（このように）全てネタにしてます！

・『仕事＝遊び』とは『夢中になる』ということ！

皆さんも、本当に『やりたいこと』があるなら勇気を出して提案しよう！

上司は、皆が『夢中になれる職場づくり』に取り組もう！（心理的安全性）

・仕事を遊びに変えるには『主体性』と『楽観力』が必要です！

自分で創った（工夫した・考えた・企画した）仕事は、本当に面白い！
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嬉しいことも、辛いことも、腹ただしいことも

沢山ありますが、なんだかんだ言って・・・・

私は、『今』が一番楽しい！

たぶん、5年後も10年後も『同じこと』を言っていると思う（笑）
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あなたは、『今』の仕事、楽しんでますか？
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自分で選んだ仕事なら、楽しんだもん勝ちだ！

 

仕事を楽しめば、楽しむほど、重層も社協も充実します！ 

ありがとうございました！
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目標（地域共生社会の実現）が同じならば、

重層の推進とは、社協を楽しむこと だ！
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